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［平成 10 年］
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1998 年（平成 10 年）4 月 18 日　ひょう（あられ）　雷雨（寒気の移流）
上空に寒気を伴う低気圧が対馬海峡から四国を通り南東に進んだ。これに伴い大気の状態が不安
定となったため積乱雲が発達し，昼過ぎから夕方まで県内の所々で発雷し，ひょうが降った。

【被害概況】
農作物：［梅］名西郡神山町・美馬郡美郷村「果

実の落下」138ha，12,600 万円，［ほうれん草］徳島市・
名西郡石井町「葉の損傷」24ha，7,800 万円，［ごぼう］
徳島市「葉の損傷」24ha，7,300 万円，［なし］徳
島市・鳴門市・板野郡松茂町「果実の傷」43ha，4,800
万円，［サヤエンドウ］美馬郡脇町「果実の落下・傷」
5ha，600 万円，［レタス］美馬郡脇町「葉の損傷」
2ha，500 万円，落雷害：18 日午前 3時板野町で落
雷により納屋 40 平方メートルを焼く。山腹崩壊：
18 日午後那賀郡木沢村横谷県道木沢－上那賀線高
さ 25m・土砂 100 立方メートル山腹崩壊長さ 35m
（幅員 4m）を覆う。27 戸が孤立。崩壊の影響で周
辺民家 53 戸が停電。
参考資料：ひょうの大きさ，美馬郡美馬町，直

径 3センチ，2 センチ程積。13 時頃から 10 分間。名西郡石井町，直径 2センチ，3 センチ程積。
13 時 15 分から 15 分間，15 時頃から 15 分間，徳島市国府町，直径 2センチ，1− 2 センチ積，14
時 30 分頃から 10 分間，15 時頃から 30 分間，徳島市大和町（気象台）直径 1センチ，15 時 10 分
から 10 分間

1998 年（平成 10 年）5 月 16 日～ 17 日　大雨　波浪（日本海低気圧　暖気の移流）
前線を伴った低気圧が日本海を北東進し，四国

地方には暖かく湿った空気が流れ込み大気の状態
が不安定となった。そのため，県南部を中心に大
雨となった。
16 日から 17 日にかけての総降水量は阿南市太

竜寺山で 374㎜，上勝町福原旭で 347㎜を観測した。
また，阿南市蒲生田では 16 日 19 時 00 分までの 1
時間に 87㎜の猛烈な雨を観測した。
【災害状況】
漁船転覆：16 日 06 時頃，海部郡牟岐町古牟岐

港口付近，たこ漁中風浪により転覆，1 名溺死。
山腹崩壊等：14 箇所。電話回線：宍喰 90 回線，
阿南 90 回線，不通。海部郡宍喰町船津地区民家裏
山崩壊幅・高さ 200m，全壊 1 戸，半壊 1 戸。県
道久尾宍喰線及び林道大山線不通により海部郡宍
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喰町船津地区 27 世帯が孤立。県道芥付海部宍喰
線山腹崩壊により宍喰町小谷地区 16 世帯孤立及
び停電，河川の氾濫：宍喰川，宍喰町八山地区，
母川，海部町。農作物被害：135ha（ニンジン，キュ
ウリ，トマト，レタス他），被害額 26,700 万円。
畜産物被害：ブロイラー 11,000 羽冠水により溺
死，600 万円。農林水産業施設被害：279,300 万円，
復旧費込み。公共土木施設被害 258,525 万円，復
旧費込み。鉄道牟岐線阿南−牟岐間上下 7本が
運休。高速船徳島－大阪 16 日 20 便欠航。徳島
－和歌山 16 日最終上下 2便欠航。航空便徳島－
大阪 16 日 2 便欠航。参考資料：佐喜浜有義波高
05 時 1.96m06 時 2.03m09 時 2.67m

1998 年（平成 10 年）6 月 24 日～ 27 日　大雨（梅雨前線　暖気の移流）

四国の南海上の梅雨前線が活動を強めながら北

総降水量（㎜）

総降水量（㎜）
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上し，南から暖かく湿った空気が流れ込み大気の状態が不安定になった。そのため，県南部を中心
に大雨となった。
24 日から 26 日にかけての総降水量は宍喰で 416㎜，東祖谷山村京上で 353㎜を観測した。また，
宍喰では 24 日 20 時 00 分までの 1時間に 52㎜の非常に激しい雨を観測した。
【災害概況】
山腹崩壊：8箇所，路肩決壊：1箇所，土砂流出：2箇所
交通規制 24 日～ 26 日：道路冠水 4箇所，潜水橋冠水 8箇所，異常気象 8箇所，鉄道 25 日牟岐
線 2本運休

1998 年（平成 10 年）9 月 18 日～ 22 日　大雨　波浪　強風（台風第 6 号　第 7 号　第 8 号 暖気の移流）
18日は台風第6号が日本の南海上から北西進し，種子島付近から西進したため，南から暖かく湿っ
た空気が流れ込み，大気の状態が不安定となった。21 日は台風第 8号が紀伊半島の南海上から北

上し，16 時前和歌山県田辺市付近に上陸，紀伊半
島東部を北上し日本海に進んだ。22 日は台風第 7
号が室戸岬の南海上から北東進し，13 時過ぎに和

台風第 6号　経路図

台風第 7号　経路図 台風第 8号　経路図
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歌山県御坊市付近に上陸，近畿・北陸地方を縦
断し日本海に進んだ。一連の台風により徳島県
では長期間にわたって雨が降り続き大雨となっ
た。
18 日から 22 日にかけての総降水量は木頭で

582㎜，上勝町福原旭で 521㎜を観測した。また，
日和佐では 22 日 13 時 00 分までの 1時間に 92㎜
の猛烈な雨を観測した。最大風速は日和佐で 22
日 12 時 00 分に北西の風 16m/s，最大瞬間風速
は徳島市で 22 日 12 時 14 分に北の風 29.6m/s を
観測した。
【災害概況】
負傷者：2，羽ノ浦町・由岐町。家屋破損：11

棟，小松島市・鳴門市・阿南市・由岐町・穴吹町・
山川町・半田町。床上浸水：102 棟，阿南市を中心に 7市町村。床下浸水：735 棟，阿南市を中心
に 18 市町村。停電：8,623 世帯，2市 3 郡。交通規制：国道 4路線 17 箇所・県道及び主要道 30 箇
所自動車道。鳴門・淡路及び徳島自動車道一時通行止め。高速船徳島関西空港ライン・南海徳島シャ
トルライン全便欠航。南海フェリー 18 便欠航，早朝の 6便運航。高速バス徳島−高松間及び徳島
阪神間 11 時から 17 時運休。一般路線バス 12 時から 16 時運休・徳島佐那河内及び徳島勝浦町全
便運休。鉄道：徳島本線 26 本・鳴門線 11 本・牟岐線 30 本・高徳線 34 本運休。航空便：東京線 5便・
大阪線10便・名古屋線3便・福岡線1便欠航。農林水産施設：371箇所 2,518,000千円。公共土木施設：
道路218箇所・河川233箇所・橋梁2箇所・砂防2箇所。地すべり防止施設1箇所・崖崩れ2個所2,855,710
千円。農産被害 406,000 千円，畜産被害 1,000 千円。商工被害 6,260 千円。合計 5,786,970 千円。

1998 年（平成 10 年）9 月 24 日～ 30 日　大雨　波浪（台風第 9 号 停滞前線 暖気の移流）
24 日から 29 日にかけて秋雨前線が四国付近に停滞，30 日は台風第 9号が九州西方海上を北上し
朝鮮半島南部に上陸した。この前線や台風に向かって南から暖かく湿った空気が流れ込み，徳島県
では全域で長期間にわたって大雨となった。
24日から30日にかけての総降水量は上勝町福原旭で530㎜，東祖谷山村京上で386㎜を観測した。
【災害概況】
浸水：24 日，床上浸水 6棟・床下浸水 8棟。小松島市中田。山腹崩壊：24 日，海部郡由岐町東

総降水量（㎜）
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由岐地区コンクリート製壁に落石がたまり砂防壁の崩壊の危険。自主避難：5世帯。那賀郡木沢村
県道木沢上那賀線小畠土砂崩れ 26 世帯孤立。通行規制：24 日，那賀郡・三好郡・海部郡などで 26
個所。25 日，那賀郡・美馬郡・名西郡などで 17 個所。交通機関：鉄道 24 日，土讃線高知市布師
田で鉄道土台 50m流出，他十数個所で土砂が流入。大豊高知間不通，阿波池田から高知間代替え
バスを運行，全面復旧に 3か月以上必要。航空便：24 日，東京線 3便・大阪線 3便欠航。30 日，

東京線 2便欠航。高速船：30 日，関空ライン 2便・
南海シャトルライン 4便欠航。

台風第 9号　経路図
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1998 年（平成 10 年）10 月 16 日～ 18 日　強風　大雨　波浪（台風第 10 号 停滞前線）
台風第 10 号は南西諸島の西海上から北東進し，

17 日 16 時過ぎ鹿児島県枕崎市付近に上陸，17 日
21 時頃高知県宿毛市付近に再上陸し，徳島県西部

総降水量（㎜）

台風第 10 号　経路図
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を通過後，岡山県に再々上陸した。徳島県に
再接近したのは 17 日 23 時頃であった。この
ため徳島県では大荒れの天気となり，各地で
暴風や大雨となった。
徳島市では最大風速が 17 日 23 時 20 分に南
南東の風 22.3m/s，最大瞬間風速は 17 日 23 時
18 分に南南東の風 45.6m/s を観測した。また，
16 日から 17 日にかけての総降水量は上勝町福
原旭で 379㎜，神山町旭丸で 330㎜を観測した。
【災害概況】
農林水産施設 51 個所：農地損壊・農道・畜
産施設・林地・ビニールハウス等，71,160 万
円。公共土木施設：道路 66 個所，河川 18 個所，
砂防 1 個所，港湾 1 個所 58,570 万円。公共文
教施設 3個所，阿南市他 2個所 3,000 万円。農産被害 880ha，県下ほぼ全域 66,600 万円。商工被害
27 件，看板・シャッター・屋根等の一部破損 493 万円。負傷者 1，鳴門市の女性窓硝子の破損によ
り腕に軽症。家屋破損：半壊 3棟，一部破損 57 棟。床下浸水 16 棟，自主避難 7市町村 102 人。山
腹崩壊：美馬郡穴吹町，徳島市一宮町・八万町。停電 19,660 世帯 12 市町村，電話不通 205 世帯穴
吹町他 1。交通規制：国道県道等 52 個所，鳴門～淡路自動車道 17 日 22 時～ 18 日 01 時通行止め，
徳島自動車道 17 日 21 時 20 分～ 18 日 01 時通行止め。交通機関：高速船徳島関空ライン 10 便欠航，
南海シャトルライン 4便欠航。南海フェリー 17 日 9 便，18 日 6 便欠航。高速バス：徳島阪神間 12
便運休 5便足止め，一般路線バス一部運休。鉄道：牟岐線 32 本，阿波池田繁藤間 6本，高徳線他
21 時 44 分以降運休。航空便：東京線 1，大阪線 1，名古屋線 2便欠航。

総降水量（㎜）
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［平成 11 年］
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1999 年（平成 11 年）6 月 29 日～ 30 日　大雨　波浪（低気圧　梅雨前線）

梅雨前線上に発生した低気圧が29日から30日にかけて山陰沖を東北東に進み，南から暖かく湿っ
た空気が流れ込んだ影響で，大気の状態が不安定となり，徳島県では山地を中心に大雨となった。
29 日から 30 日にかけての総降水量は東祖谷山村京上で 337㎜を観測した。また，阿南市太竜寺
山では 29 日 11 時までの１時間に 87㎜の猛烈な雨を観測した。

【災害概況】
一部損壊：29 日 4 棟（山城町 3，西祖谷山村 1），
浸水：29 日床上浸水 64 棟（阿南市 61，西祖谷山
村 3），床下浸水 484 棟（2 市 4 町 1 村，阿南市
445，羽の浦町 22 他），氾濫 29 日桑野川，赤松川。
山腹崩壊：29 日西祖谷山村善徳，県道山城東祖
谷山線，阿南市阿瀬比町，阿瀬比峠，国道 195 号
他。山腹崩壊落石等 17 箇所，通行規制 29 日 44
箇所（山腹崩壊落石等 19 箇所，異常気象 6箇所，
路肩決壊 4箇所，道路冠水 5箇所，潜水橋冠水 9

総降水量（㎜）

土砂に埋った民家と車（徳島新聞社提供）










































































































































































































